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◇オマイリマンシールのご案内◇

議 鵜
オーーマイリマン

公式Instagran

オマイリマン

公式Facebook

ご
参
拝
の
皆
さ
ま
に
神
社
の
御
祭
神
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、

御
祭
神
ス
テ
ッ
カ
ー
・
オ
マ
イ
リ
マ
ン

シ
ー
ル
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

当
社
で
は
「
笠
間
稲
荷
神
社
」
の
御
朱
印

に
添
え
て
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
当
社
の
オ
マ
イ
リ
マ
ン
シ
ー
ル
の

背
景
色
は
全
部
で
十
二
色
あ
り
、
月
毎
に

変
わ
り
ま
す
。

茨
城
県
内
で
オ
マ
イ
リ
マ
ン
シ
ー
ル
を

授
与
し
て
い
る
神
社
は
、
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

巡
拝
の
折
に
は
各
神
社
授
与
所
へ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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本
日
は
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

当
社
の
御
祭
神
は
宇
迦
之
御
魂
神
（
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
）
と
申
し
上
げ
、
秘
た
ち
の
大
切
な
生
命
の
根
源
を

司
る
「
い
の
ち
」
の
根
の
神
様
で
す
。

創
建
は
社
伝
に
よ
る
と
第
三
十
六
代
孝
徳
天
皇
の
御
代
、
白
雄
一
一
年
（
六
五
一
）
と
伝
わ
り
、
そ
の
後
幾
星
霜
を

経
て
、
桜
町
天
皇
の
御
代
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
時
の
笠
間
我
主
井
上
正
賢
に
よ
り
社
地
社
殿
が
拡
張
さ
れ
、

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
牧
野
貞
通
が
祈
願
所
と
定
め
、
歴
代
藩
主
の
篤
い
尊
崇
を
受
け
ま
し
た
．

鐘
産
興
業
の
神
、
蘇
生
（
よ
み
が
え
り
）
の
神
、
生
成
発
展
の
神
、
産
霊
（
む
す
び
）
の
神
、
火
防
の
神
と
し
て

関
東
一
円
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
広
く
信
仰
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

祈
祷
時
間

午
前
八
時
～
午
後
四
時
（
一
時
間
毎
）

※
正
月
、
節
分
、
初
午
、
大
祭
時
は
祈
祷
時
間
に
、
変
更
が
ご
ざ
い
ま
す

美
術

館
開
館
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
（
入
館
午
後
四
時
迄
）

入
館
料

一
般
三
百
円

大
・
高
生
一
一
百
円

中
．
小
生
百
円

※
特
別
展
期
間
は
別
途
入
館
料
を
定
め
ま
す

そ
の
他
、
出
張
祭
典
や
結
婚
式
も
ご
奉
仕
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

議
笠間稲荷神社

公式ホームページ
http://www･kasama､or､jp

蕊

◇
ご
参
拝
の
し
お
り
◇

CKASAMAINARI､OFFlClAL

笠間稲荷神社
公式lnstagram

笠
間
稲
荷
神
社
社
務
所
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